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概要 
帝京大学において学習ログを活用したラーニングアナリティクス(LA)による教育学習支
援を進めることを目的として，導入済みの教育学習支援システムについて技術標準 xAPI, 
Caliper Analyticsの対応を行い，LRSに一元的に学習ログを蓄積するLA基盤構築を行った．
技術標準に未対応の教育学習支援システムについても技術標準対応を検討し，ベンダー製

品については学習ログの技術標準対応機能を共同開発した．また，独自開発システムにつ

いては，学習活動の対象操作におけるイベントに xAPIや Caliperの Sensor APIを実装する
ことで LRSへの対応を行った． 

 

1 はじめに 

学生のパソコンやスマートフォン，タブレット

端末などの保有率の高まりや教育の個別最適化・

アクティブ・ラーニングの促進を背景に，

LMS(Learning Management System)や電子ブックリ
ーダー等の学習ログを活用したラーニングアナリ

ティクス（以下，LA）の取り組みが，各大学で進
められている[1][2]．コロナ禍以降には，対面授業
とオンライン授業を組み合わせるハイブリッド授

業やハイフレックス授業など，学生・教員がパソ

コン等を使うことを前提とした授業設計が広く認

知されるようになった．ICTを活用した授業では，
学生が利用する LMSや電子ブックリーダー，動画
配信システム等における多様な学習ログ（アクセ

ス履歴，学習時間，操作データ，動画視聴ログな

ど）が個々のシステムのデータベース等に分散さ

れて記録されることになる．特定のシステムの学

習ログを対象に分析する場合には問題とならない

が，システムを跨いだ学習活動を分析する場合に

は，記録されているログの粒度が不揃いであるこ

とや，個々の学習ログを連結する必要がある等の

課題がある．そのため，学習ログを特定の標準化

された仕様で一元的に蓄積することが重要である． 

本学では，全学 LMSとして Blackboard Learn (以
下，Bbと表記)が導入されており，検証中のシステ
ムも含め，動画配信システムのMediasiteや電子ブ
ックリーダーシステム EDX UniTextなどが授業内
外で活用されている．そこで，学習ログを活用し

た LAによる教育学習支援を進めるため，LA基盤
を検討し，構築を行っている[3]．本稿では，LA基
盤の中核である LRS(Learning Record Store)と学習
ログの蓄積を行っている教育学習支援システムの

LRS への対応，また LA での活用の展望について
述べる． 

2 統合型 LRSシステム 

LAのための情報基盤として，LMSを中心に動

画配信システムや電子ブックリーダーなどの教育

学習支援システムを複数利用する環境を想定し，

統合型 LRS システムを提案した[4]．統合型 LRS
では，学習ログを技術標準の 1EdTech Caliper 
Analytics 形式[5]および ADL の xAPI 形式[6]で
NoSQLデータベースに蓄積し，教育学習支援シス
テムのデータベースからも必要なデータを統合，

抽出できるよう構成する．選択的に抽出したデー

タは，ダッシュボードによる可視化や分析に利用

する．この統合型 LRSによる本学のシステム構成



を図 1に示す．xAPI対応の LRSについては，国

内外の商用の製品もいくつか存在するが，オープ

ンソースの Learning Locker を利用し，Caliper 
Analytics 対応の LRS については，MongoDB に直

接蓄積する仕組みを構築している． 

 3教育学習支援システム 

2.1 学習ログの技術標準対応 
LMSや動画配信システム等，個々の教育学習支

援システムの学習ログは，可能な限り Caliper 
Analytics または xAPI 技術標準である形式にて

LRS に集約することを目指している．授業で主に

活用されている LMS の Bb については，1EdTech 
Caliper Analyticsに対応済みであった．しかし，そ

の他，導入済みのベンダー製品のシステムは，技

術標準に対応していなかった．このような場合，

通常，技術標準による LRSへの蓄積を進めるため
には，採用する製品が技術標準に対応するのを待

つか，あるいは xAPIや Caliper Analyticsに対応済
みの別製品を検討することになると思われる．そ

こで，導入済みのベンダー製品のシステムについ

ては，システムの技術標準対応を協議し，賛同を

得られたベンダーとともに順次共同で技術標準対

応のための開発を進めている． 
 
Blackboard Learn 

本学で導入している LMS の Bb は，Caliper 
Analyticsを策定している 1EdTech Consortium から

Caliper Analyticsの適合製品として認証を受けてい

る．そのことを踏まえ，LMSの学習ログは，イン
ターネットに公開したエンドポイントの WebAPI
を経由して，大学内のネットワーク上に配置した

データベース(MongoDB)に直接蓄積する仕組みを

構築した．LMSによる学習ログの LRSへの蓄積の
様子を図 2 示す．学習ログの件数は，1 日あたり

約 135 万件である． 
 
メディアサイト 

オンライン授業の実施をきっかけに授業など

で動画を活用する場面は，以前に比べ増えており，

動画の視聴ログについてもLRSに集約することで，

LMS 等の他の教育学習支援システムの学習ログ

とともに分析に利用できることが望ましい．動画

の視聴ログは，xAPI の Video Profile や Caliper 
AnalyticsのMedia Profileにて仕様が標準化されて
いる．しかし，本学で導入しているMediasiteを含
む動画配信サーバ製品やサービスでの対応がほと

んど進んでいないことが分かった．Mediasite は，
各キャンパスで運用は少しずつ異なるものの，本

学で導入している動画配信システムであるため，

 
図 1 統合型 LRS のシステム構成 

 

 
図 2 LMS と LRS(MongoDB)との接続 

 



技術標準に対応することは重要と考えた．そこで，

動画の視聴状況を LRSで管理し，学習分析ができ

るようにするため，xAPIおよび Caliper Analyticsへ
の対応を行った． 

xAPI における動画視聴ログの仕様については，
ADL が xAPI プロファイルサーバで公開している

Video Profileを採用した．Video Profileにて使用す
る verb を表 1 に示す．また，Caliper Analytics に
おける動画の視聴ログの仕様については，Caliper 
Analytics 1.2 に定める Media Profile に準拠した．

Media Profileの actionを表 2に示す．ADLの xAPI
プロファイルサーバに公開されている Video 
Profileと違い，Caliper Analytics 1.2のMedia Profile
では，動画だけでなく，音声や音声画像なども同

一プロファイルにて扱う仕様となっている．xAPI
の表 1と Caliper Analyticsの表 2の actionを比較

すると，Video プロファイルのすべての verb を
Media Profile の action で記述することが可能であ

ることがわかる． 
Mediasiteの xAPIおよび Caliper Analyticsへの対
応は，メディアサイト社がMediasite 側を，帝京大
学が大学に設けるエンドポイントからLRSまでを
担当し，共同開発した．学習ログの件数は，1 日あ

たり約 1,400 万件である． 
 
電子ブックリーダーシステム EDX UniText 

NTT EDX 社の電子ブックリーダーシステム

EDX UniTextは，資料の閲覧だけでなく，メモの書

き込みやマーカーなどの機能に加え，学生の教材

閲覧時のページ遷移や書き込み等のログデータに

よる学習分析機能を備えている．図 4 に EDX 
UniTextで PDFの授業資料を表示した様子を示す．

また，EDX UniText で提供されているダッシュボ

ード（システムのデータベースに取得された学生

の教材閲覧ログの可視化ツール）の機能およびユ

ースケースについても検証を行っている．なお，

現時点で EDX UniTextは，LRSに対応しておらず，

xAPI や Caliper Analytics による教材閲覧ログの蓄

積機能の開発について現在協議中である． 
 

2.2 独自開発システム 
オープンソース製品や独自開発システムの場合

は，取得したい学習活動の対象操作におけるイベ

ントに xAPIや Caliper Analyticsの Sensor APIを実
装することでLRSへの対応が可能である．主要な

学習活動については，記録対象となるログやその

フォーマットが xAPIや Caliper Analyticsのプロフ

ァイルとして公開されており，これに従うことで，

技術標準に準拠したLRSへの蓄積が可能になる． 
本学で独自開発したルーブリック自己評価シス

テム[7]や音声配信システムなど，技術標準への対

応を進めており，LRS にて一元的に学習ログを蓄
積できる環境を構築中である． 
 

音声配信システム Voicastt 

他大学同様，帝京大学においてもコロナ禍のオ

ンライン授業実施以降，LMSのコース数が急増し

たことで，LMSにアップロードされる教材コンテ

ンツや課題提出ファイルが増加し，LMSのストレ
ージ容量を逼迫することにつながっている．中で

も，動画や音声，高解像度の画像といったマルチ

メディアデータが LMS に直接アップロードされ

表 2 Media Profile における action 

Action 説明 Action 説明 
Started 再生 EnabledCl

osedCaptio
ning 

字幕を表示 

Ended 終了 DisabledCl
osedCaptio
ning 

字幕を非表
示 

Paused 一時停止 EnteredFu
llScreen 

フルスクリ
ーン表示 

Resumed 再開 ExitedFull
Screen 

フルスクリ
ーン表示を
解除 

Restarted 先頭に戻っ
て再生 

Muted ミュート 

Forwarde
dTo 

別のメディ
アに移動 

Unmuted ミュートを
解除 

JumpedTo 再生位置の
移動 

OpenedPo
pout 

ポップアウ
トで開く 

ChangedR
esolution 

解像度の変
更 

ClosedPop
out 

ポップアウ
トを閉じる 

ChangedS
ize 

画面サイズ
の変更 

Navigated
To 

別の場所に
遷移 

ChangedS
peed 

再生速度の
変更 

Viewed 対象を閲覧 

ChangedV
olume 

音量の変更 

 

表 1 Video プロファイルにおける verb 
Verb 説明 Verb 説明 

initialized 起動 interacted 再生速度 
変更，音量 
変更など 

played 再生 
paused 一時停止 
seeked 再生位置 

の移動 
completed 再生完了 
terminated 終了 

 



るケースも散見され，日々増加するストレージ使

用量に対処する必要がある．また一方で，直接ア

ップロードされた動画や音声は，ブラウザ videoタ
グや audio タグによるプレイヤーで直接再生する

か，ファイルをダウンロードした後，パソコンな

どのプレイヤーアプリケーションで再生されるた

め，操作レベルのログの取得ができない状況であ

った．これについて，動画に関しては，xAPI や
Caliper Analytics への対応が完了した Mediasite を
案内することで徐々に対応を行っている．しかし

ながら，音声については，LMSの外部システムで
音声の聴取ログが取得可能なプレイヤーがなく，

案内することができない点が課題となっていた． 
そこで，Mediasiteと同様，のシステム構成にて，

音声配信システム Voicastt を LTI ツールとして独

自開発した．音声の聴取ログの技術標準について

はまず，Mediasiteの Video Profileと同様，ADLの
xAPI プロファイルサーバに公開されている Audio 
Profileに対応した．Audio Profileの verbは，表 2
の Video Profileと同じ verbで構成される．一方，

Caliper Analyticsの Media Profileは，2.1で述べた
ようにビデオ，音声，画像なども同一プロファイ

ルにて扱う仕様となっており，本システムでは

Media Profileにも対応した． 

4 おわりに 

本学において学習ログを活用した LA による教
育学習支援を進めることを目的として，導入済み

の教育学習支援システムについて技術標準 xAPI, 
Caliper Analyticsの対応を行い，LRSに一元的に学
習ログを蓄積する LA 基盤構築を行った．学習ロ

グの技術標準対応による LRSへの蓄積，統合を進
める．今後は，授業支援を目的として，LRS のデ
ータを活用したダッシュボードツールを開発する

予定である．本学では，これまでも一部の学科等

で BYODが導入されていたが，2026 年度からは全

学で導入されることが決まってため，まずは，教

員が大学のパソコン教室以外の一般教室でパソコ

ンを利用する授業を支援するダッシュボードツー

ルを検討中である． 
今後の課題として，LRS の移行がある．検証用

にテスト環境に構築した LRS には，OSS の
Learning Locker を採用しているが，現在は開発が

止まっているため，今後も使い続けるのは難しい．

そのため，本運用として稼働するためには，別の

製品に移行する必要がある． 
 

 
図 3 Mediasite と LRS(WebAPI)との接続 

 

 

図 4 EDX UniText による学生の表示画面 
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